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 我が国経済は、世界経済の減速、長期のデフレ、エネルギー供給制約のなか、消

費と投資の低迷、労働生産性の伸び悩みという厳しい環境にあり、震災地域の復旧・

復興の対応も引き続き求められています。加えて、新興諸国の進出や海外市場にお

けるグローバルな競争の激化により、海外需要獲得の道のりも平坦ではない状況で

す。こうした中、現在、成長戦略に沿ってデフレ経済から成長経済への移行を目指

す様々な試みがされていますが、この動きをより確実なものにするには、社会変革

を実現する新たな機械システムの実現が重要な鍵となっています。 

 一般財団法人機械システム振興協会では、このような社会情勢に対応し、各方面

の要請に応えるため、長年培ってきた多様な技術革新の芽を育てるための経験を生

かし、新たな技術・システムの社会への導入を図るための機械システムに関する調

査開発事業を実施しております。また、当協会に機械システム開発委員会（委員長：

政策研究大学院大学名誉教授 藤正 巖氏）を設置し、同委員会のご指導・ご助言の

もと、これらを効果的に推進しています。 

 この「ストレス計測技術の検証に関する調査開発」は、上記事業の一環として、

株式会社ユー・スタッフに委託して実施した成果であり、関係諸分野における機械

システム振興が展開されていくうえで、本調査開発の成果が一つの礎石として皆様

方のお役に立てれば幸いであります。 

 

 平成２６年３月 

                   一般財団法人機械システム振興協会 

 

 

 



はじめに 

 

 本報告書は、平成 24 年度に機械システム振興協会が実施した「ストレス測定技術の応

用展開と実現への方策策定に関する調査開発」を踏まえて、平成 25 年度に（株）ユー・

スタッフが受託し、医学系・工学系の大学研究者等の協力のもとに行った「ストレス計測

技術の検証に関する調査開発」の成果報告書であります。すなわち、従来からストレス状

態を推定する心理学的検査が開発され、活用されていますが、意識に上らず、自覚される

ことのない身体状況については、心理学的検査のみでは評価が困難であり、これと併用し、

時間的にきめ細かく客観的な指標を得る計測システムが必要なことが昨年度の調査開発

により示されました。これを受けて、従来から当該領域で研究成果をあげてきた研究者が、

（株）ユー・スタッフのもとに結集し、従来の研究を踏まえながら、ストレス状態を推定

するシステムの改良と検証に向けて調査開発を行いました。敢えて、結果を先に述べるな

らば、本年度の調査開発により、映像刺激を負荷とし、生体恒常性変化を反映する自律神

経活動に注目したストレス負荷計測システムについて、客観的なストレス状態推定のため

の指標が得られることの有用性が示され、その開発方向の目途が立ったと考えられます。

強いストレス状態やうつ病に陥った人々であっても、早期に発見し、適切な早期治療を施

せば、職場復帰/社会復帰が可能なことは既に知られていますが、これらの客観的指標は、

ストレス状態を緩和して心身の健康状態を維持するための種々な対処に重要な役割を果

たすことが期待されます。この点については第５章で専門的見地から概観します。 
 本年度の調査開発は、ストレス状態の根底に生体恒常性の変化があるという考え方を踏

まえ、第一に、最新の技術を用いて自律神経系を中心として生体状態を計測すること、第

二に、負荷刺激を加えて安静時には検出できない状態の変化を検知することを２つの柱と

しています。ちなみに、負荷刺激としては、定量性及び操作性に優れた映像刺激を用いま

す。本年度の調査研究では特に、映像負荷刺激の開発とその妥当性の検証、ストレス状態

を推定するために用いてきた従来のモデルの改良、全体としてのシステムの有用性の検証

に重点を置いて進めてきました。負荷刺激については第２章、システムとその検証につい

ては第３、４章に詳しく述べます。 
さらに、このようなシステムについての市場調査も重要な課題ですので、いくつかの企

業にご参加をいただき、市場ニーズについて直接に実情を伺うとともに、事務局でも市場

調査を行いました。これら諸点については第６章に述べます。 
一連の成果は、昨今急増するストレスによって引き起こされるさまざまな精神的疾患に

関わる未病対策として、ストレスを上手にコントロールし、健全な社会の基盤作りの一助

として活用していただければ幸いです。 
 
 平成２６年３月 

ストレス計測技術の検証に関する調査開発委員会 

委員長  板東 武彦 
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